
2023年 人権標語 入賞作品 

1年 ありがとう ともだちにいえたら やさしいね 

2年 一人じゃないよ みんながいるから だいじょうぶ 

3年 世界中 だれでもいのちは たからもの 

4年 あいさつは みんなの心 あたためる 

5年 人生は みんながみんな 主役だよ 

6年 ほめ言葉 人の気持ちに 花が咲く 

 

私たちは何のためにまちづくりをするのでしょう？  

地域に住んでいる人が幸せに暮らせるようにするためです。地域で幸せに暮らしていくためには、地域

が安全で安心できる場所であり、孤独感を抱かないような「人との緩やかなつながり」が大切です。 

自分たちで様々な地域の問題を解決することで、より暮らしやすい社会を実現させることができます。

その地域の‟まちづくり”にはできるだけ地域の人が関わる必要があります。自分たちの地域のまちづくり

を他人任せにしていると、恐ろしい未来が待っているかもしれません・・・ 少しでも構いません。自分

ができることで仲間と一緒に楽しく「まちづくり」をしましょう。（会長 加藤 富三） 

1 月 22 日（月）「ななくさ育成園」の地域交流室で新

しい居場所「トーキョーコーヒー 末成デイジー」がオープン

しました。1 回目はあそびの先生・広瀬ゆりさんをお迎え

し、アナログゲームをしました。ゲームで遊ぶだけでなく、

いろんなルールで遊べること、遊びの中での気づき等を教

えてもらいました。 

トーキョーコーヒーとは登校拒否のアナグラム。学校に

行かない子どもたちや保護者がイキイキと活動するために、

まずは大人が楽しんで悩みから解放され、考え方をアップ

デートしていこうと全国各地で活動しています。宝塚市内

には、6か所のトーキョーコーヒーが展開されています。 

末成デイジーは毎月第４月曜日に開催。次回は 2 月 26

日（月）10 時から、ひな祭りリースを作ります。年齢も地

域も関係なく、どなたが来ても構いません。おしゃべりし

に来るだけでも OK。お茶菓子付きで参加費 200 円。（施

設内では、マスクの着用をお願いします）興味がある方は、

ぜひ足を運んでみてください。（代表 大西 登司恵） 

コミュニティ・フェスティバルでは、沢山の方に標語・

ポスターにご投票いただきありがとうございます。人権標

語の入賞作品を紹介します。来年も宜しくお願いします。

また、学習会を開催します。是非ご参加ください。 
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令和 6 年 1 月 5 日（金）に冬休み書き初め大会を

開催しました。 

児童 24人、未就学児

4人、保護者 2人、スタッフ 14人のトータル 44人が参加。今回は、お願いし

ていた講師の方が体調不良のため、川口さんに指導して頂きました。初めにコミ

ュニティすえなりの加藤会長より挨拶があり、『書き初めは 1月 2日に行われる

事が多く、新年の抱負や目標を書いて、文字がきれいに書けるようにと願うお正

月の大切な風習です』と教えてもらい、子ども達も興味を持って書き初めを始めしました。子ども達はお手本

を見て、川口さんや他のスタッフからアドバイスを受けながら何枚も集中して書いている姿はとても真剣でし

た。特に 6 年生は何度も書き直して納得がいくまで集中して書いていました。1 年生と 2 年生は筆を持つ事

も初めてで周りの大人から書き方を教えてもらいながら一生懸命文字を書いて

いました。未就学の子達は筆を使ってお絵かきを楽しそうにしていました。 

今回の書き初め大会を通じて集中力やお手本を見て書写する力、普段あまり使

わない筆で力加減を学ぶ事が出来ました。児童の中には集中しすぎてしんどくな

る子も居た程一生懸命な姿に大人はパワーをもらいました。 

今回の書初め大会を通して皆様の願いや希望が叶いますように。(青少年部) 

今年も 1 月 13 日（土）、年初恒例のとんど行事が末成小学校校庭で

地域の 200人が集い、行われました。朝 8時半から、ボランティアス

タッフにより昨年末に用意された 100本程の長さ 4mの竹と笹の枝で

やぐらが組まれました。そこに、児童の書初めの他、大書された今年の

漢字（6年生の選択）の＜超＞が貼られ、また地

域の各家から持ち寄られた注連縄が納められ、山崎市長、南末成小学校校長先生、加藤

まちづくり協議会会長の挨拶のあと、午前 10時 20分、子供有志による点火。 

今年の地域の無事と平安を祈念して、ご神火は、大きな音をたてて、勢いよく燃え上

がりました。その後、午前 11時頃、PTAとコミュニティスタッフにより作られたぜ

んざいが、参加したみんなにふるまわれ、皆、幸せそうに、白玉をほうばっていました。

地域の絆が、少し深まったように感じました。（総務部 北川） 

3月 24日（日）14時から、末成ジュニア・ウイ

ンズのスプリングコンサートが開かれます。6 年生

最後のコンサートです。末成ジュニア・ウインズは

地域のたからです。 

みなさん、彼らの素晴らしい演奏を聴いてくださ

い。応援しましょう。（コミュニティすえなり） 

書 き 初 め 大 会 



１月２４日（水）１０時より多目的ホールで第２回地域福祉ネットワーク会議

を開催しました。今回の参加者は４５名。６つのグループに分かれてロールプレ

イングや意見交換などを行いました。 

第１回の会議で体験した『コミュニティコーピング（ボードゲーム）』から、一

人ひとりの困りごとや悩み事の相談に対応するためには、困りごとや悩み事を的

確に把握する必要性を感じました。そこで今回は「みんながくらしのパートナ

ー！ 聴き上手になるために」をテーマとしました。まず２人（３人）ペアでロールプレイングを行い、「耳」

「目」「心」を傾けて真摯に相手の話を聞く「傾聴」の大切さを体験しました。そ

の後、相談者の困りごとを聞き出すグループ練習を行いました。ステップ１は、

相談者の生活環境や人となりを把握。ステップ２は、相談者の困りごとを聞き、

解決策を考える。（グループごとに解決策を発表して全体で共有しました） 

最後に、「信頼関係をつくるために大事にしたいこと」について意見交換しまし

た。★秘密を守る、他言無用 ★否定しない、受け入れる ★日頃から声かけを

する、知り合いになる ★誰かにつなぐ（つなぐ時は相談者の同意を取る） ★しっかりと聞き、できること

があれば対応する ★挨拶をするなどたくさんの意見が出ました。日頃から地域活動に参加されている皆様の

熱心なグループ討議で、２時間の会議は充実したものとなりました。（福祉部 前田美知子） 

12 月 8 日（金）に多目的ホールで 4 年ぶりのクリ

スマス会を開催しました。末成幼稚園児と先生方、子育

て世代の方、育児ブラスバンド『たんぽぽ団』の皆様、

地域の方と 99名が参加。 

たんぽぽ団によるクリスマスソングや「さんぽ」「鉄

腕アトム」の演奏では、子どもたちも一緒に口ずさんで

いました。また、指揮者体験にチャレンジした園児も楽

しそうな様子でした。

サンタにクリスマス

プレゼントを手渡さ

れると、子どもたちは

大喜び。たくさんの笑

顔があふれるクリス

マス会でした。 

子 育 て 支 援  ク リ ス マ ス 会 



『能登半島地震と私』    薬剤師 奥田 徳子 

今年は北陸の地震で幕を開けましたね。私も過去に金沢・高岡で暮らした

事があり本当に胸痛みます。そこで今回は 2人の友人薬剤師のおはなし。 

A さんは石川県珠洲市で 100 年続く薬局の後継者。東日本大震災の際

には宮城県石巻市へ医療支援に出向きました。今回、発災直後から薬局を開

け、歯を食いしばって地域医療を支えた 1人です。 

Bさんは岐阜県の大学教員。もともと災害医療について学生に教えている立場です。

今回は岐阜にあるモバイルファーマシーに乗って発災１週間後に珠洲市入りしまし

た。モバイルファーマシーとはキャンピングカーの様な車に調剤機器を搭載して被災

地に入れる「移動薬局」です。これに医薬品を積み自分達の生活用水や災害非常食な

どを持ち健康増進センターの駐車場で車中泊しながら日々避難所を巡回しています。 

医療従事者はもちろんのこと自衛隊も消防も警察も、自分ひとりの判断で個人行動は出来ません。それぞれに

所属組織があり、その上部組織があり、その指揮命令系統に沿って組織行動をしています。従って「個々の気

持ちを伝えたい」場合には寄付金が喜ばれる様です。寄付金には大きく分けて「義援金」と「支援金」があり

ます。「義援金」は被災者に公平に現金給付されますが、様々な実態調査が必要なので時間はかかります。「支

援金」は支援したい団体（NPOやNGO）等に届けることで復興支援事業を迅速に行う手助けとなります。し

かし悲しいことに「寄付」と銘打って悪質詐欺が横行するのも事実。寄付先は慎重に選びましょう。例えばふ

るさと納税からの寄付なら支援したい行政が選べます。 

1月 12日（金）、阪神淡路大震災を忘れないため、末成小学校・末成幼稚園と地

域が合同で総合防災訓練を行いました。地震発生の放送後のシエイクアウト訓練、そ

の後先生方の誘導により園児 57 名が 5 分、児童 350 名が 4 分で運動場に避難し

ました。津波警報発令で園児と児童は校舎の３,4階へ避難。避難訓練終了後は、3年

生 68 名と地域の参加者 26 名が体育館で 3 班に分かれ 20 分ずつ段ボールベッド

の組立、簡易担架の組立、心肺蘇生と AED使用の訓練を行いました。ベッドと担架の

組立では、児童は楽しみながらできたみたいです。しかし、心臓マッサージ実技ではゴ

ムが硬く音が出ないものも有った。AED は大人の方々が真剣に話をきいていていざと

いう時には必ず生かされると感じました。（生活安全部 田口 勲） 

「1．１７はわすれない」 末成小学校地域 総合防災訓練 

健康てらこや 


